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研 究

両親の役割受容，親役割行動と思春期にある子どもの

精神的健康との関連

山本　三奈1），佐藤　幸子1），塩飽 仁2）

〔論文要旨〕

　本研究は小学5年生から中学3年生の子どもと両親を対象に，親の仕事と家庭における役割受容，親

役割行動と子どもの精神的健康の関連を明らかにすることを目的とした。

　その結果，役割受容では母親の家庭役割受容にのみ相関がみられ，母親が家庭役割を受容しているほ

ど子どもの精神的健康が高かった。親役割行動では父親が自信ある親役割行動をとっているほど子ども

の精神的健康が高く，父親と母親が受容的な行動をとっているほど男子の精神的健康が高かった。

　以上より，子どもの精神的健康を高めるためには，父親が子育てに自信を持てるように支援すること，

母親が家庭役割を受容できるように母親を認め支持的なかかわりをする必要性が示唆された。
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1．緒 言

　思春期は心身ともに大きな変化が起こる時期

であること，発達課題であるアイデンティティ

の確立に取．り組み始めることに伴い1），不適応

症状を呈すことも少なくない2）。この時期に子

どもは心理的に親から分離していく過程をたど

るが3），友人関係や学校での評価に加えて，親

子関係は依然として子どもの精神的健康に影

響を与えることが明らかになっている4～9）。思

春期の子どもが脆弱さを抱えながら自己と向き

合い成長発達する時その両親もまた仕事と家

庭において多くの役割を果たし，新しい経験に

出会い新しい役割をとることの中で発達してい

く10）。したがって，両親が親として職業人とし

ての役割を受容しているかどうかが，子どもに

対する親役割行動や子どもの精神面に影響を与

えていることが予測される。福丸は仕事役割と

家庭役割の双方の視点から現代の父親母親が置

かれた状況を検討することは，夫婦，親子，家

族という視点からも重要であると指摘している

が11），乳幼児期の子どもを持つ両親を対象とし

た研究が多く，思春期の子どもを持つ両親の役

割に焦点をあてたものはみられない。

　そこで，本研究は思春期の子どもを持つ両親

の仕事と家庭における役割受容および親役割行

動と子どもの精神的健康との関連を明らかにす

ることを目的とした。

∬．研究方法

1．対　象

　東北地方の2県の県庁所在地にある公立の小

中学校のうち，研究の趣旨と方法を説明し，学

校長の了承が得られた小学校1校の5～6年生
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の児童225名，中学校2校の1～3年生の生徒

812名とその両親総計1，037組とした。

2．調査方法

　自記式質問紙調査を平成18年11月～12月に実

施した。調査協力依頼文質問紙の入った封筒

の配布と説明は担任教諭が行い，児童生徒が自

宅に持ち帰り両親に配布してもらい，留め置き

法にて回収した。

1）両親への質問項目

　属性として年齢，就業の有無，就業形態を調

査した。

（1）役割受容尺度

　自分が果たすべき役割をどの程度重視し，受

容しているかを測定するものであり，自分の生

き方への満足感を表す「役割満足」，自分の生

き方や役割に対する肯定的評価を表す「役割評

価」，果たすべき役割を遂行する能力や自信を

表す「役割有能感」，自分の果たすべき役割の

ほかにもさまざまな役割を積極的にこなしてい

くことを表す「役割達成」の4つの下位尺度か

らなる12）。27項目からなり，5件法で回答を求

め，得点が高いほどそれぞれの傾向が強いこと

を示す。本研究では，仕事と家庭の役割受容を

区別して測定するために，仕事における役割受

容（以下，仕事役割受容）と家庭における役割

受容（以下，家庭役割受容）について回答して

もらい，仕事役割受容は有職のもののみに回答

を求めた。他尺度との相関をみる際には下位尺

度の合計点を仕事役割受容，家庭役割受容とし

た。

（2）親役割診断尺度（Parental　Role　Assessement

　Scale）（以下，親役割行動）

　親役割行動は“子どもの人格形成に影響を与

える親の子どもに対する行動で，親の子どもに

対する態度や認知的側面を含むもの”と定義さ

れる。本尺度は親が自己評定するもので，「干

渉」，「受容」，「分離不安」，「自立促進」，「適応

援助」，「自信」の6つの下位尺度からなる13）。

特徴は分離不安，適応援助および自立促進とい

う思春期・青年期の子どもを持つ親の役割行動

の側面を明らかにしたことである14）。42項目，

3件法で回答を求め，得点が高いほどそれぞれ

の傾向が強いことを示す。

小児保健研究

2）子どもへの質問項目

　属性として性別，学年を調査した。

（1）The　General　Health　Questionnaire日本版GHQ

　精神健康調査票短縮版（GHQ30）

　GHQ精神健康調査票は神経症症状および不

安や社会的な機能の不全さを反映し，信頼性，

妥当性が広く認められているものである。日本

版GHQ30（以下，　GHQ）は自覚する気分や健

康状態を問い，全般的な精神的健康の程度を反

映する「一般的疾患傾向」，「身体的症状」，「睡

眠障害」，日常生活を楽しく活動的に行ってい

るかを問う「社会的活動障害」，「不安と気分変

調」，「希死念慮とうつ傾向」の6因子各5項目

で構成される。各因子の区分点により，それぞ

れの症状は問題なし，軽度中等度以上に分類

される15）。本研究では「二死念慮とうつ傾向」

の質問内容が児童生徒の心理面に与える影響を

考慮し，これを除外した5因子を使用した。合

計得点が高いほど精神的健康が低いことを示

す。

3．分析方法

　統計解析にはSPSS　14．OJ　for　Windowsを使

用し，比率の差の検定はカイニ乗検定，独立

した2群問の得点差の検定はMann－Whitney

のU検定，3群間の得点差の検定はKruskal－

Wallis検定を用い，その後の多重比較は

Mann－WhitneyのU検定にBoneferroniの不等

式による修正を適用して行った。相関につい

てはSpearmanの順位相関係数を求めて検定し

た。

4．倫理的配慮

　研究計画は山形大学医学部倫理委員会の倫理

審査を受け承認を得た。研究の趣旨と方法を学

校長に説明し，同意の得られた学校で調査を

行った。対象者には研究への協力は自由意思で

あり拒否しても不利益はないこと，プライバ

シーは保護されること，結果は学会等で公表す

ること等を説明した依頼文を配布し，同意する

場合に回答してもらった。家族間で情報が漏洩

しないように質問紙は各々封筒に入れて厳封し

たのち回収した。
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皿，結 果

1．対象の属性（表1）

　回収率は58．7％，有効回答率は99．7％であり，

小学生168組（27．7％），中学生439組（72．3％）

であった。小学生，中学生において男女の分布

に差はみられなかった。父親の平均年齢は44．6

±5．0歳母親42．2±4．2歳であった。有職の父

親440名（80．7％），無職2名（0．4％），無回答

103名（18．9％），有職の母親433名（71．8％），

無職127名（21．1％），無回答43名（7．1％）で

表1　対象者の属性

あり，両親ともに有職のものが多かった。父親

の就業形態はフルタイムが437名（99．3％），パー

トタイム2名（0．5％），不明1名（0．2％）で

あり，母親はフルタイム211名（48．7％），パー

トタイム219名（50．6％），不明3名（0．7％）

であった。

児　童　　　生　徒 両　　　親

男子　女子　無回答　合計　　父親　母親　合計

小学生　　75　91　　2　　168　　132　162　294

中学生　201　227　　11　　439　　325　404　729

無回答　　0　　0　　0 O　88　37　125

合計276318　13　607　5456031，148

数値：人数

小学生，中学生における性別の比率の差の検定（カイニ乗検
定）：　NS

2．役割受容（表2）

　両親ともに仕事と家庭の役割受容の下位尺度

間には正の相関があり（r＝0．26～0，77，p

＜0．01），仕事における役割を受容しているほ

ど家庭における役割を受容していた。

　仕事役割受容を父親フルタイムの母親パー

トタイムの母親の3群で比較すると，パート

タイムの母親が父親およびフルタイムの母親

より仕事役割満足と仕事役割達成が低く（p

＜0．05），仕事役割有能感は父親が最も高かっ

た（p＜0．01）。家庭役割受容のすべての下位

尺度で差があり，父親の方が家庭役割を受容し

ていた（p〈0．01）。母親の家庭役割受容は就

業状況（就業の有無，就業形態）により差はな

表2　役割受容の両親の比較

n　最小一最大　中央値 平均値±SD

　　　　　父　　親
役割満足　　フルタイム母親

　　　　　パート母親

415

201

213

1iヨi　lllヨ： 27．8±5．0

28．1±5．0

27．0±4．6

　　　　　父　　親
役割評価　　フルタイム母親

　　　　　パート母親

415

203

209

11－35　26．0
8－35　26．0
14－35　24．0

25．4±5．4

25　，5±5．4

24．7±4．7

仕事における役割受容

　　　　　父　　親
役割有能感　フルタイム母親

　　　　　パート母親

413

203

210

i≡ii｝ilに］＊＊ 16．4±3．9

15．0±3．8

15．1±4．0

　　　　　父　　親
役割達成　　フルタイム母親

　　　　　パート母親

415

200

212

溺iiil三］＊＊ 26．0±3．3

25．4±3．4

24．6±3．8

　　　　　父　　親
役割満足
　　　　　母　　親 4

2

ワ
仔
∩
δ

4
F
O

8＝珪8　　　il！ヲ：8　＝＝］＊＊ 28．1＝ヒ5．2

27．2±4．9

　　　　　父　　親
役割評価
　　　　　母　　親

415　10－35

528　9－35

；1：8コ・・ 26．7±5．2

25．0±5．3

家庭における役割受容
　　　　　父　　親
役割有能感
　　　　　母　　親

P
O
O
◎

9
θ
Q
J

4
『
0

舞＝1嚢i　　　lξ：8　］＊＊ 16．9±3．7

15．1±3．9

　　　　　父　　親
役割達成
　　　　　母　　親

423　7－35
533　12－34

zgis　］＊＊ 25．2±3．4

24，6±3．5

Mann－WhitneyのU検定，＊p＜0．05，＊＊p＜0．01
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かった。 表3　親役割行動の両親の比較

n　最：小一最大　中央値　平均値±SD

3．親役割行動（表3）

　親役割行動を両親で比較すると，母親の方が

干渉するが（p＜0．01），子どもの考えや行動

を理解して受容し（p＜0．01），自立を促進す

る行動をとっていた（p＜0．01）。父親の方が

自らの子育てに自信を持っていた（p＜0．01）。

母親の親役割行動は就業状況により差はなかっ

た。

　　　　父親　447　　0－19
干　　渉
　　　　母親　553　　0－16

，1：8　］・・；：1圭1：1

　　　　父親　443　　1－14
受　　容
　　　　母親　554　　1－14

18：8コホ寧　1呈：量圭塁：う

分離不安
父親　447　　0－16　　10．0

母親　554　　0－20　　10．0

10．0±3．4

10．2±3．4

自立促進
嚢灘i　言壽　　　8＝1多　　　暮：8］＊＊　言：3圭舞：8

適応援助
父親　443　　0－16　　6．0

母親　553　　0－16　　7．0

6．5±3．1

6．9±3．2

4．子どものGHQ（表4）

　各因子の平均値はいずれも区分点以下であ

り，対象は臨床的に精神的健康に問題がない集

団であった。

　学校段階による比較では，中学生の方が精神

　　　　父親　444　　0－8
自　　信
　　　　母親　559　　0－8

2：8コ象喰　　珪：8圭塁：葦

Mann－WhitneyのU検定，＊＊p＜0．01

表4　GHQおよび下位項目得点の学校段階別，性別による比較

n 最小一最大 中央値 平均値±SD

GHQ総得点

9
臼
9
臼
一
ワ
。
ワ
臼

2
2
皿
1
2

一
一
…
一
［

0
0
…
0
0

謎
5
6
…
3
2
5
2

1
3
｝
2
2

生
生
…
子
子

学
学
…

小
中
…
男
女

葦：8　　コ＊＊　　　§：％6車寄：2ぎ

3．0　4．52±3．98
4．0　5．co±4．70

90

P
0
…
0
6
0
5

0
1
一
L
L

±
±
…
±
±

ワ
一
7
8
皿
7
8
F
O

ρ
0
0
ゾ
・
0
0
8

0
0
一
〇
〇

∵
コ
…

’0

T
…
沿
』

0
1
…
1
1

4
凸
F
O
”
4
凸
F
◎

一
一
…
＝

0
0
一
〇
〇

9
1
…
9
5

15

@
…
2
5
2
9

生
生
…
子
子

学
学
…

小
中
…
男
女

向噸患疾的般一

身体的症状

0
シ
ρ
0
…
4
0
4

0
3
｝
1
3

　
　
　
　
ユ
ユ

±
±
…
±
±

97

Q
8
…
0
6
2
9

0
1
｝
1
1

」
コ
…

　
　
…0

0
…
0
0

1
1
一
－
⊥
1

4
5
…
5
5

＝
…
＝

0
0
｝
0
0

57

O
0
…
5
4
9
6

1
⊥
4
・
り
白
2

生
生
…
子
子

学
学
…

小
中
…
男
女

睡眠障害

4
0
…
－
占
4

2
1
一
〇
2

　
ユ
　
よ
　
　
よ
　
　

±
±
…
±
±

8
0
◎
一

　
　
4
4

9
0
｝
9
1

0
1
皿
0
1

＊…
コ
…0

0
｝
0
0

L
1
。
…
L
1
。

5
5
…
5
5

＝
…
＝

0
0
｝
0
0

2
1
…
4
2

6
1
｝
6
0

1
4
一
2
3

生
生
…
子
子

学
学
…

小
中
…
男
女

社会的活動障害

81

普
c
但
馬

却
沮
ヨ
到

49

V
9
…
7
3
6
7

α
α
…
住
。
．

艸コ
』
　
。
0
　
の
刀

0
0
　
　
0
0

5
5
…
5
5

＝
…
＝

0
0
…
0
0

2
3
…
9
9

5
0
㎜
5
8

1
4
｝
2
2

生
生
…
子
子

学
学
…

小
中
…
男
女

不安と気分変調

36

U5

Q
溺

卦
…
卦

01

S
5
…
1
5
4
7

1
1
｝
L
L

料
　
　
＊

コ
コ

沿
刀
　
0
0

0
ー
ム
　
0
ー
ム

5
5
…
5
5

＝
…
二

〇
〇
…
0
0

0
9
…
7
5

6
1
一
6
0

1
4
｝
2
3

生
生
…
子
子

学
学
…

小
中
…
男
女

Mann－WhitneyのU検定，＊p＜0．05，＊＊p＜0．01
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的健康度が低く（p＜0．01），一般的疾患傾向（p

＜0．01），身体的症状（p＜0．05），睡眠障害（p

＜0．05），社会的活動障害（p＜0．01），不安と

気分変調（p＜0．01）が高かった。性別による

比較では女子の方が不安と気分変調が高かった

（p〈O．05）o

5，役割受容と親役割行動の関連（表5）

　両親ともに仕事役割受容および家庭役割受

容と干渉には負の相関があり（r＝一〇．13

～一 Z．29，p＜0．01），受容，自立促進　自

信とは正の相関がみられた（r＝0．13～0．44，

p＜0．01）。父親においては家庭役割受容と適

応援助に正の相関がみられた（r＝0．17，p

〈o．os）．

6．役割受容，親役割行動と子どものGHQの関連

　（表6）

　親の役割受容とGHQでは，母親の家庭役割

受容のみ弱い負の相関がみられ，母親が家庭役

割を受容しているほど子どもの精神的健康は高

かった（男子r＝一〇．15，女子r＝一〇．18，

p〈O．05）o

　親役割行動とGHQでは受容と自信のみに弱

い負の相関がみられ，父親が子どもを受容して

いるほど（r＝一〇．15，p〈0．05），母親が子
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どもを受容しているほど男子の精神的健康は高

かった（r＝一〇．14，p＜0．05）。また，父親

が自信ある親役割行動をとっているほど子ども

の精神的健康が高く（男子r＝一〇．18，女子

r＝一〇．19，p＜0．05），母親が自信ある親役

割行動をとっているほど男子の精神的健康が高

かった（r＝一〇．19，p＜0．01）。

lV．考 察

1．思春期の子どもを持つ両親の役割受容

　本研究では父親の方が仕事および家庭での役

割を受容していることが明らかになった。三

川12）は，男性は仕事への思い入れの度合いと参

加の度合いが積極的に一致すると仕事役割受容

が高くなることを指摘している。本研究の対象

は，母親のうちパートタイム勤務が約半数を占

めていたことから，父親の仕事役割受容が高く

なっていたと考えられる。一方，家庭役割受容

は性別にかかわらず参加の程度によって高まる

が12），父親の方が家庭役割受容が高く，父親は

家庭で過ごす時間が少ない状況のなかでも家庭

に積極的に参加している意識が高いことを示し

ていると考えられる。父親が積極的に育児に参

加することは児童期から思春期の子どもの心理

的適応，学校での品行，反社会的行動の少なさ，

親密な関係を獲得することなどに影響を与える

表5　役割受容と親役割行動の関連

親　役　割　行　動

脈　　東 証　　容 分離不安 自立促進 適応援助 自　　信

仕事役割受容
一〇．15＊＊　（417）　O．22＊＊＊（413）　一〇．07（417）　O．13＊＊　（413）　O．04　（413）　O．30＊＊＊（414）

一〇．21＊＊＊（411）　O．32＊＊＊（410）　一〇．09（411）　O．17＊＊＊（413）　O．02　（408）　O．32＊＊＊（415）

家庭役割受容
一〇．13＊＊　（405）　O．41＊＊＊（401）　一〇．04（405）　O．15＊＊　（401）　O．17＊（402）　O．37＊・＊＊（402）

一〇．29＊＊＊（498）　O．44＊＊＊（499）　一〇．06（498）　O．20＊＊＊（498）　O．05　（496）　O．40＊＊＊（501）

Spearmanの順位相関係数（n），＊p＜0．05，＊＊p＜0．01，＊＊＊p＜O．OOI

上段；父親，下段；母親

表6　親の役割受容，親役割行動と子どものGHQの関連

親　役　割　行　動
仕事役割受容　　家庭役割受容

干　　渉 受　　容 分離不安 自立促進 適応援助 自　　信

G
H
Q

一〇．15“（201）

一〇．　18＊　（206）

一〇．15＊（183）

一〇．14＊（216）

一〇．18＊　（183）

一〇．19’　（181）

一〇．19寧寧（217）

Spearmanの順位相関係数（n）t＊p＜0．05，＊＊p＜0．01，　：NS

上段から父親一男子，父親一女子，母親一男子，母親一女子
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ことがわかっている16～19）。思春期の子どもを持

つ父親は仕事と家庭における役割を受容してい

ることを理解し，父親が家庭での役割を十分に

果たせるように支援していく必要がある。

　母親の家庭役割受容が低い背景は今回明らか

にでき一ないが，性役割観や価値観の多様化など

何らかの要因が家庭役割受容を低くしている可

能性があり，母親の姿勢や実際の行動を認めて

支持的なかかわりをする必要性が示唆された。

2．思春期の子どもを持つ両親の親役割行動

　母親は子どもに対し父親より干渉する一方

で，子どもを受容し，子どもの自立を促進して

いた。父親は母親より自信を持った親役割行動

をとっていた。先行研究20）の健常群の両親の比

較でも母親の干渉と受容，父親の自信が有意に

高く，ほぼ同様の結果であった。Baumrind21）

の概念枠組みに基づく養育態度における指導的

態度は受容／関与の高さと厳格／監督の高さか

ら規定され，子どもの心理的適応を高めること

が明らかになっている4・9）。干渉の高さは厳格

／監督とも捉えることができ，母親の受容やか

かわりが十分ならば，干渉の高さは必ずしも子

どもに対するネガティブな影響にはならないと

考える。しかし，過干渉は心身症・神経症の子

どもの親によくみられる養育態度であり22・　23），

干渉の度合いを注意深くアセスメントする必要

がある。

3．思春期の子どもの精神的健康

　思春期の子どもの精神的健康は学年が進むに

つれ低下し，性差については女子の不安と気分

変調が高い傾向があった。これは子どもの不安

や身体症状，気分障害は年齢とともに多くなり，

特に14歳以降の思春期女子に多い24～26）特徴を反

映しているものと考えられる。子どもの精神的

健康をアセスメントする際にはこのような発達

的特徴をふまえたうえで，個人の背景を捉えて

いく必要がある。

4．役割受容および親役割行動と子どもの精神的健

康の関連

　役割受容と親役割行動の関連では，両親とも

に仕事と家庭における役割を受容しているほ

小児保健研究

ど，干渉をせず，子どもを受容して自立を促進

し，自信を持った親役割行動をとっていた。親

が仕事と家庭における自身の役割を受容してい

ることは子どもに対する望ましい行動につなが

ることが示唆され，思春期の親子関係を考える

際には親の役割受容という視点も大切であると

考えられる。

　思春期の子どもの精神的健康には父親が子育

てに自信を持つことが関連していた。子どもが

不適応行動を示すことが親の自信を低下させる

という因果関係が考えられる20L方で，自信の

ない養育は子どもの不安を強めることもわかっ

ている27・　28）。実際には，子どもが精神的に健康

であることが父親の自信を高めることと，父親

の自信ある行動が子どもの精神的健康を高める

ことが相乗的に影響しあっているものと考えら

れる。

　母子関係では，男子は母親の家庭役割受容と

受容的で自信を持った親役割行動が精神的健康

と関連していたが，女子においては家庭役割受

容のみが関連していた。このことから，自我発

達水準が高い女子29）は男子より先に母親と距離

を置き自立へと向かい始めるが，母親を同一視

の対象とし家庭役割に対する受容を敏感に察知

していることが示唆された。

　以上のことから，子どもの精神的健康を高め

るためには父親が子育てに自信を持てるように

支援すること，母親が家庭役割を受容できるよ

うに母親を認め支持的なかかわりをする必要性

が示唆された。本研究では両親の受容的親役割

行動と女子の精神的健康に関連がみられなかっ

たが，受容的でない養育は子どもの不安や抑う

つを強めるため7・　27・　28），子どもに対する親の受

容的かかわりを支援することも重要であると考

える。

V．研究の限界と課題

　本研究は東北地方の小学校1校と中学校2校

の対象を横断的に調査したものであり，結果を

思春期の特徴として一般化するには限界があ

る。今後は地域背景を考慮しながら対象数を拡

大し，縦断的研究へと発展させて両親の役割受

容，親役割行動と子どもの精神的健康の関係を

明らかにすることが課題である。
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（Summaty）

　In　the　present　study，　the　relationship　between

parents’　role－acceptance　at　work　and　at　home，　pa－

rental　role　behavior，　and　the　mental　health　of　ado－

lescents　was　examined　for　1037　sets　of　parents　and

children　，

　Results　showed　that　maternal　home　role－accep－

tance　and　paternal　confidence　in　their　nurturing

were　significantly　positively　associated　with　the

mental　health　of　adolescents．　ln　addition，　parental

acceptance　of　their　child　was　significantly　positively

associated　with　boys’　mental　health　．

　　These　findings　suggest　that　it　is　necessary　to　pro－

vide　support　so　that　fathers　can　have　confidence　in

their　own　nurturing　abilities，　and　so　that　mothers

can　accept　their　role　at　home．

（Key　words）

parents，　role－acceptance，　parental　role　behavior，

adolescents，　mental　health
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